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第 3章では，第 2章で得られた優れた超電導特性を示す BaKBiO薄膜のキャラクタリゼーションを行ったD まず， X




壁の除去に取り組み， 200 0Cの加熱処理により 10- 5 Q cm2 の接合抵抗が得られることを明らかにした。














BaKBiO の結晶性と表面の評価では，作製した BaKBiO薄膜の結晶性についてXRD， RHEED等の観察を行い，その
エピタキシャル性を示した。また，薄膜表面に Au を蒸着して作製した接合の電流-電圧特性から，表面に絶縁層が生
じていることを確認し，その XPS測定から薄膜表面の非化学量論組成化及び最表面の絶縁性を明らかにした。
その機能デバイス応用では，上述の絶縁性の最表面を巧みに利用してバイクリスタル基板を用いた人工粒界接合を作
製し，トンネル形準粒子注入特性を得ることに成功した。
以上のように，本論文は BaKBiO の薄膜作製技術に高ガス圧下での反応性スバッタ法を導入することにより，世界最
高の超電導転移温度28K を示す高品位のエピタキシャル薄膜作製に成功したこと，その薄膜を用いて種々の特性(表
面，グレインパンダリ一等)について，さまざまの事実を見いだしたこと，さらに平面型の SIS接合を作製し，準粒子注
入特性を得たことを実現した。この研究成果は，酸化物超電導体の基礎研究や超電導デバイスへの応用に新たな視点を
与えるものであり，今後の応用技術に貢献するところ大であり，工学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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